
町民のうごき [ 平成 28 年 7月 1日現在 ]

■人　口　　5,707 人 (-14)　男　2,691 人 (-11)
　　　　　　　　　　　　　女　3,016 人 (  -3)
■世帯数　　2,523 戸 (+8)

PHOTO : 前を通ると「夏が来た！」と感じさせてくれる恒例の鬼籠野七夕飾り。
　　　　詳しくは 6ページへ。

発行：神山町広報編集委員会　TEL.088-676-1111　[IP 2001]
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町
議
会
6
月
定
例
会
が
平
成
28
年
6

月
20
日
か
ら
24
日
ま
で
の
会
期
で
開
会

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
平
成
28
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
な
ど
17
議
案
を
審
議

し
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
可
決
さ
れ
た
議
案
は
次

の
と
お
り
で
す
。

補
正
予
算

 

■
平
成
28
年
度
神
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
1
号
）
に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
2
億
6
2
4
7

万
3
千
円
を
追
加
し
、
総
額
43
億
5
8

4
7
万
3
千
円
と
し
ま
し
た
。
教
育
費

等
の
増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

■
平
成
28
年
度
神
山
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）
に

つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
7
4
4
7
万
7

千
円
を
追
加
し
、
総
額
10
億
7
4
3
8

万
2
千
円
と
し
ま
し
た
。
保
険
給
付
費

等
の
増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

■
平
成
28
年
度
神
山
町
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）
に

つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
3
9
3
万
4
千

円
を
追
加
し
、
総
額
1
億
9
8
5
9
万

2
千
円
と
し
ま
し
た
。
水
道
管
理
費
等

の
増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

■
平
成
28
年
度
神
山
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）
に
つ
い

て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
3
7
2
2
万
6

千
円
を
追
加
し
、
総
額
11
億
1
7
7
5

万
6
千
円
と
し
ま
し
た
。
介
護
予
防
事

業
費
等
の
増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

■
平
成
28
年
度
神
山
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
3
万
円
を
追
加

し
、
総
額
1
億
2
1
7
1
万
5
千
円
と

し
ま
し
た
。
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
納
付
金
の
増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

そ
の
他

 

■
神
山
町
情
報
公
開
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
■
神
山
町
重
度
心
身
障
害
者
等
に
対
す

る
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

■
神
山
町
育
英
基
金
条
例
の
廃
止
に
つ

い
て

　

若
者
定
住
応
援
基
金
条
例
を
も
と
に

奨
学
資
金
の
貸
し
付
け
を
行
う
た
め
廃

止
さ
れ
ま
し
た
。

■
平
成
27
年
度
（
平
成
27
年
発
生
）
林

道
施
設
災
害
復
旧
事
業
（
平
成
27
年

7
月
16
日
発
生
地
す
べ
り
災
害
）
倉

羅
川
井
峠
線
１
号
箇
所
工
事
変
更
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

■
神
山
町
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

鬼
籠
野
字
喜
来
の
森
武
生
さ
ん
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

■
神
山
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

　

阿
野
字
南
行
者
野
の
山
口
英
二
さ
ん

が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

■
神
山
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員　

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

鬼
籠
野
字
西
分
の
上
田
稔
さ
ん
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

専
決
処
分

■
平
成
27
年
度
神
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
7
号
）
に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
2
億
2
2
9
9

万
2
千
円
を
追
加
し
、
総
額
50
億
1

8
5
4
万
2
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
平
成
27
年
度
神
山
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）
に

つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
8
5
3
万
8

千
円
を
追
加
し
、
総
額
11
億
1
9
7
5

万
2
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
平
成
27
年
度
神
山
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
5
号
）
に
つ
い

て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
29
万
5
千
円
を

減
額
し
、
総
額
10
億
2
6
3
8
万
5
千

円
と
し
ま
し
た
。

■
平
成
27
年
度
神
山
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
4
3
9
万
2
千

円
を
減
額
し
、
総
額
1
億
1
5
5
3
万

8
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
神
山
町
税
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

報
告

■
平
成
27
年
度
神
山
町
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
の
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

■
平
成
27
年
度
神
山
町
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
繰
越
明
許
費
の
繰
越
計
算

書
に
つ
い
て

■
株
式
会
社
神
山
温
泉
の
経
営
状
況
に

つ
い
て

　

平
成
27
年
度
の
決
算
は
13
期
連
続
の

黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

神
山
町
議
会

6 

月 

定 

例 

会
17
議
案
を
可
決

平成27年度決算
（ ）は前年比

■温泉入浴者数
　 156，869人（+2．1％）
■ホテル宿泊者数
　 9，080人（－9．5％）
■総売上高
　神山温泉
 319，210千円（－2．6％）
　道の駅
 148，763千円（+1．9％）
■純利益
 7，185千円（+74％）
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神　山　町　職　員　採　用　試　験　案　内

神山町では新規採用職員の募集を次のとおり行います。
　神山町の職員採用試験は公務員試験対策のいらないＳＰＩ 3による総合検査に変更します。
　また、神山町が求める人材を採用する特別採用枠を設けました。特に秀でた技術や資格、能力を
町政で発揮できる方のご応募をお待ちしております。
※ＳＰＩ 3については、（株）リクルートキャリア（http://www.spi.recruit.co.jp/spi3/）を参照して
ください。

受　付　期　間　　平成28年 7月 1日（金）～ 7月29日（金）
第 1次 試 験 日　　平成28年 8月21日（日）　午前10時から
　　　　　　　　　※高校生は、平成28年 9月18日（日）に実施します。
第 1次試験会場　　神山町役場　2階　スダチ 201会議室
第 2次 試 験 日　　平成28年10月以降
第 3次 試 験 日　　平成28年11月以降

※申込み状況により、午前の部と午後の部に分ける場合や試験会場が変更になる場合があります。

申込み方法など、詳しくは神山町役場総務課人事係（☎088－676－1111・IP電話 2000）まで
お問い合せください。

1 試験区分、採用予定人員及び職務の内容
　⑴ 申込みできる「試験区分」は、一つに限ります。
　⑵ 申込み後は、「試験区分」の変更はできません。

試 験 区 分 採用予定人員 職　務　の　内　容

一般事務 高等学校
卒業程度 2名程度 神山町において、一般行政事務に従事します。

保 育 士 短期大学
卒業程度 1名程度 神山町において、保育士の業務に従事します。

土　　木 高等学校
卒業程度 1名程度 神山町において、土木の業務に従事します。

特別採用 高等学校
卒業程度 1名程度 神山町において、一般行政事務又は資格等に応じた業務に

従事します。
※採用予定人員は変更になる場合があります。

2 受験資格
試 験 区 分 受　　　験　　　資　　　格

一般事務 高等学校
卒業程度 昭和57年 4 月 2 日から平成11年 4 月 1 日までに生まれた者。

保 育 士 短期大学
卒業程度

昭和57年 4 月 2 日から平成 9年 4 月 1 日までに生まれた者で、保育士の資
格を有する者、又は平成29年 3 月 31 日までに当該資格を取得する見込み
の者。

土　　木 高等学校
卒業程度

昭和57年 4 月 2 日から平成11年 4 月 1 日までに生まれた者で、土木専門課
程の高等学校・短期大学・大学・専門学校等を卒業した者、又は平成29年
3 月 31 日までに卒業見込みの者。

特別採用 高等学校
卒業程度

昭和47年 4 月 2 日から平成11年 4 月 1 日までに生まれた者で、特に秀でた
技術や資格又は能力や強みがあり、それらを町政で発揮できる者。

※「卒業程度」とは、試験の程度を示すものであり、学歴を受験資格とするものではありません。

3 平成28年 7 月15日発行

広報かみやま07月 №305.indd   3 2016/07/07   16:19:52



親
子
で
里
山
体
験

親
子
で
里
山
体
験

  

「
神
山
森
あ
そ
び
隊
」！

「
神
山
森
あ
そ
び
隊
」！

　

里
山
み
ら
い
で
は
、
親
子
で
自
然
に

親
し
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
神
山
森
あ
そ
び

隊
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
か

ら
は
新
た
に
里
山
の
暮
ら
し
を
体
験
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
始
ま
り
、
既
に
田
ん

ぼ
遊
び
や
梅
の
収
穫
、
お
箸
作
り
な
ど

の
回
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

田
ん
ぼ
の
回
で
は
、
走
り
回
る
ほ
ど

良
い
と
い
う
こ
と
で
、
親
子
で
泥
ん
こ

に
な
り
な
が
ら
代
か
き
を
手
伝
い
、
田

植
え
を
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
梅
の
収

穫
体
験
で
は
、
地
元
の
梅
農
家
さ
ん
を

講
師
に
お
迎
え
し
、
収
穫
の
後
に
梅
シ

ロ
ッ
プ
を
漬
け
る
講
習
会
も
実
施
。
お

箸
作
り
で
は
、
地
域
の
方
に
枝
の
切
り

出
し
等
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
神
山
の
み
な
ら
ず
、
町
外
か
ら
も

集
ま
っ
た
参
加
者
た
ち
か
ら
は
、「
食

べ
る
こ
と
の
原
点
が
見
え
る
良
い
体
験

が
で
き
た
。」「（
梅
や
お
箸
な
ど
）
家

に
体
験
を
持
ち
帰

れ
て
嬉
し
い
。」

「
神
山
が
大
好
き

に
な
っ
た
の
で
ま

た
来
た
い
。」
な

ど
の
声
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

神
山
森
あ
そ
び

隊
の
開
催
情
報
に
つ
い
て
は
、

里
山
み
ら
い
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w
.facebook.com

/
kam
iyam

a.satoyam
am
irai/

）
で
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
地
元
の
皆
さ
ん

の
ご
参
加
・
ご
見
学
や
、「
こ
ん
な
こ

と
や
っ
た
ら
え
え
ん
ち
ゃ
う
ん
？
」
と

い
う
ア
イ
デ
ア
も
大
歓
迎
で
す
！

　

 お
遍
路
ド
リ
ン
ク

お
遍
路
ド
リ
ン
ク

  

「
す
だ
ち
ち
」を
開
発
中
！

「
す
だ
ち
ち
」を
開
発
中
！

　

5
月
22
日
に
実
施
さ
れ
た
「
空
海
の

道
ウ
ォ
ー
ク
」
に
て
、
近
藤
フ
ァ
ー
ム

と
里
山
み
ら
い
の
共
同
開
発
ド
リ
ン
ク

「
す
だ
ち
ち
」
が
お
披
露
目
さ
れ
ま
し

た
。

　
「
す
だ
ち
ち
」
は
、
甘
酒
と
す
だ
ち

果
汁
、塩
で
作
ら
れ
た
発
酵
ド
リ
ン
ク
。

ヨ
ー
グ
ル
ト
の
よ
う
な
さ
っ
ぱ
り
し
た

飲
み
心
地
と
、

甘
酒
の
優
し
い

甘
み
が
特
長
で

す
。
主
原
料
と

な
る
甘
酒
、
さ

ら
に
そ
の
原
料

の
米
麹
は
、
神

山
の
棚
田
米
に

麹
菌
を
ま
ぶ

し
、
檜
の
室（
ム
ロ
）で
ク
ラ
シ
ッ
ク
を

B
G
M
に
育
て
て
い
ま
す
。

　
〝
か
ら
だ
お
接
待
〞
を
テ
ー
マ
に
作

ら
れ
た
「
す
だ
ち
ち
」
は
、
甘
酒
の
ビ

タ
ミ
ン
B
1
と
す
だ
ち
の
ク
エ
ン
酸
が

疲
労
回
復
に
効
く
、
歩
き
疲
れ
た
お
遍

路
さ
ん
に
優
し
い
飲
み
物
。
イ
ベ
ン
ト

で
試
飲
い
た
だ
い
た
感
想
は
、「
す
だ

ち
が
さ
っ
ぱ
り
し
て
い
て
美
味
し
い
。」

「
疲
れ
が
と
れ
そ
う
だ
。」
な
ど
な
ど
。

い
た
だ
い
た
声
を
参
考
に
現
在
、
販
売

開
始
に
向
け
て
準
備
中
で
す
。
ど
う
ぞ

お
楽
し
み
に
！

地域おこし

協力隊

役場の封筒に

私のイラスト

が採用されま

した！すだち

とツバメの巣

立ちをからめ

て、最後はまた帰ってくると

いう意味を込めました。皆さ

んに見てもらえる日が楽しみ

です！

 小田　奈生子

日が暮れて、

愛犬「ここ」

の散歩に出か

けると川沿い

には蛍がいっ

ぱい舞ってい

ます。少しばかり足を止めて、蛍

の光を眺める時間がこの時期の

醍醐味です。

 植田　彰弘

神山に来て 1

年が経ちまし

た。四季の恵

み、人の温か

さ、暮らしの

知恵…、神山

には宝がいっぱい！多くのご縁

に支えられて里山暮らしを楽し

んでいます。

 織田　智佳

● イベント実施予告 ●
　昨年大好評をいただいた、旬の
神山すだちを創作メニューで味わ
う「東京すだち遍路」と「神山すだ
ち鶏天巡り」。今年は 9月10日（土）
から10月10日（月）まで、東京と神
山それぞれでの開催を予定してい
ます。（神山では「神山すだち遍路」
として実施）ご協力どうぞよろしく
お願いします。

神山に来てか

ら 早 3 ヶ月。

桜花 連に入

り、只今、夏

に向けて女踊

り猛特訓中で

す。まだぎこちないですが、先

輩方のように美しく踊れるよう、

頑張ります！

 川野　歩美
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お
試
し
ハ
ウ
ス
を

 

ご
存
知
で
す
か
？

　

お
試
し
ハ
ウ
ス
と
は
、
神
山
町
に
移

住
を
考
え
て
い
る
人
が
お
試
し
で
暮
ら

し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
家
で
す
。
お

試
し
ハ
ウ
ス
滞
在
中
に
、
神
山
の
人
や

地
域
と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
、
実
際

に
家
を
探
し
た
り
、
移
住
を
決
め
た
り

す
る
人
も
い
ま
す
。

　

今
は
神
領
に
お
試
し
ハ
ウ
ス
が
あ
り

ま
す
が
、
少
し
ず
つ
他
の
地
区
に
も
増

や
し
て
い
く
予
定
で
す
。
こ
れ
か
ら
は

お
試
し
ハ
ウ
ス
を
地
域
に
根
ざ
し
た
も

の
に
し
て
、
ど
ん
な
人
が
神
山
に
関
心

が
あ
る
の
か
、
町
民
の
方
に
も
様
子
が

わ
か
る
状
況
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ま
た
随

時
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

今
月
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

5
月
に
ウ
ェ
ブ
制
作
会
社
パ
イ
ロ
ッ

ト
が
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス（
S
O
）

を
広
野
に
開
所
し
ま
し
た
。
パ
イ
ロ
ッ

ト
で
研
究
者
と
し
て
働
く
山
下
実
則
さ

ん
、
奥
さ
ん
の
智
子
さ
ん
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

〈
移
住
の
き
っ
か
け
〉

実
則　

神
山
に
は
昨
年
3
月
に
会
社
の

研
修
で
来
た
の
が
初
め
て
で
し
た
。
そ

の
後
S
O
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
っ

て
、
神
山
で
の
勤
務
を
上
司
に
直
談
判

し
、
移
住
が
実
現
し
ま
し
た
。

智
子　

友
人
が
い
た
縁
で
、
私
は
お
と

と
し
の
秋
か
ら
神
山
に
住
ん
で
い
ま
し

た
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
神
山
研
修
に
来
た

と
き
に
私
も
交
流

会
に
参
加
し
て
、
そ

こ
で
知
り
合
っ
た

の
が
き
っ
か
け
で
、

昨
年
神
山
で
入
籍

し
ま
し
た
。

〈
神
山
Ｓ
Ｏ
に
つ
い
て
〉

　

パ
イ
ロ
ッ
ト
神

山
Ｓ
Ｏ
は
研
究
開

発
の
拠
点
と
し
て

立
ち
上
げ
ま
し

た
。
今
は
「
Ｉ
ｏ

Ｔ（
ア
イ
・
オ
ー
・

テ
ィ
ー
）」
と
呼

ば
れ
る
、
モ
ノ
と
モ
ノ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

つ
い
て
研
究
開
発
を
し
て
い
ま
す
。
気

圧
計
や
土
壌
セ
ン
サ
ー
と
いっ
た
小
型
機

械
を
家
の
中
や
周
囲
に
設
置
し
て
、
こ

れ
ら
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
つ
な

ぎ
、
人
間
が
間
に
入
ら
な
く
と
も
機

械
同
士
が
協
調
し
な
が
ら
動
い
て
い
く
、

そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　

い
つ
か
は
「
Ｉｏ
Ｔ
」
の
モ
デ
ル
ル
ー
ム

と
し
て
、
県
外
か
ら
も
人
が
見
に
来
る

よ
う
な
場
所
に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

〈
神
山
電
子
工
作
ク
ラ
ブ
〉

　

も
と
も
と
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
を
主
に
や
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
神
山
に
来
て
電
子

回
路
の
勉
強
を
始
め
ま
し

た
。「
神
山
電
子
工
作
ク
ラ

ブ
」は
工
作
好
き
の
小
学
生

と
一
緒
に
結
成
し
て
、
今
ま

で
合
計
20
名
ほ
ど
の
小
・
中
・

高
校
生
が
参
加
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
進
め
方
は
模
索
中
で
す
が
、
今
後

は
太
陽
光
・
風
力
発
電
や
、無
線
ラ
ジ
オ

の
送
受
信
機
を
扱
っ
て
み
た
い
で
す
。

　

世
の
中
に
あ
る
も
の
を
自
分
で
作
れ

る
、そ
れ
が
1
番
感
じ
て
欲
し
い
こ
と
。

一
緒
に
電
子
工
作
を
し
て
み
た
い
人
な

ら
、
年
齢
に
関
わ
ら
ず
誰
で
も
参
加
で

き
る
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
興
味
の
あ
る
人
が
集
ま
れ

ば
大
人
の
部
も
始
め
て
、
も
の
づ
く
り

を
し
な
が
ら
ゆ
る
く
情
報
交
換
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
こ
れ
か
ら
の
抱
負
〉

智
子　

今
は
妊
娠
中
で
マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ

ガ
に
通
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
か
は
家
で

ヨ
ガ
ク
ラ
ブ
を
や
っ
て
み
た
い
で
す
。

畑
を
し
た
り
手
仕
事
を
し
た
り
、
野
草

に
も
興
味
が
あ
っ
て
、
神
山
だ
か
ら
で

き
る
自
然
に
優
し
い
生
活
を
送
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

実
則　

ま
だ
引
っ
越
し
て
き
た
ば
か
り

な
の
で
、
川
遊
び
し
た
り
キ
ャ
ン
プ
し

た
り
、
ど
ん
ど
ん
神
山
を
楽
し
ん
で
い

き
た
い
で
す
。

● 
移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

●

NPO法人
グリーンバレー
の伊藤が

お届けします。
お問合せ
☎676-1177

IP：2028

－新規移住
相談件数－

4月…5件
5月…9件

神山電子工作クラブ
場所　コンプレックス（下分地野）
不定期開催　定員 1～ 5名
☎ 080‒6882‒0839（山下）

山
やま

下
した

　実
み

則
のり
（写真左） 埼玉出身

山
やま

下
した

　智
さと

子
こ
（写真右） 大阪出身

阿野字広野在住
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7
月
3
日
、
旧
鬼
籠
野
小
学
校
で
住
民
約
70
人

が
集
ま
り
七
夕
飾
り
が
行
わ
れ
、
み
ん
な
で
書
い

た
短
冊
や
ボ
ー
ル
な
ど
を
笹
の
葉
に
飾
り
付
け
、

鬼
籠
野
地
区
の
道
路
に
約
2
5
0
本
の
笹
の
葉
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
平
成
14
年
度
に
、
神
山
町
商
工
会
か
ら

短
冊
が
配
布
さ
れ
た
の
を
機
に
、
鬼
籠
野
輝
き

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
中
心
と
な
り
始
ま
り
ま
し
た
。
最

初
は
、
短
冊
だ
け
笹
に
飾
り
、
旧
鬼
籠
野
小
学
校

周
辺
に
だ
け
設
置
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は

鬼
籠
野
長
寿
会
の
方
々
が
作
成
し
た
ボ
ー
ル
な
ど

も
飾
ら
れ
、
鬼
籠
野
地
区
一
帯
に
設
置
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

鬼
籠
野
輝
き
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、「
鬼
籠
野
地
区

の
み
ん
な
が
交
流
で
き
る
良
い
機
会
で
あ
り
、
楽

し
く
や
っ
て
い
る
。
沿
道
の
七
夕
飾
り
を
見
て
、

鬼
籠
野
は
活
気
が
あ
る
ね
と
言
わ
れ
る
と
嬉
し

い
。
最
近
は
手
伝
い
に
来
て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち

の
数
が
減
っ
て

い
て
寂
し
い
け

れ
ど
、
で
き
る

限
り
続
け
て
行

き
た
い
。
そ
し

て
次
の
世
代
に

引
き
継
い
で

行
っ
て
ほ
し

い
。」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

▲阿保坂地域の七夕飾りの様子

▲笹に短冊やボールなどを飾り付ける住民のみなさん

▲ 7月3日の早朝、蚊の大群と戦いながらの竹切り▲旧鬼籠野小学校校門に飾り付けをする長寿会のみなさん

鬼
籠
野
地
区

▲笹に短冊や

七夕飾り
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元 

鳴
門
教
育
大
学
長 

高
橋
啓
さ
ん

　
　

瑞
寶
中
綬
章

　

平
成
16
年
か
ら
平
成
22
年
ま
で
鳴
門

教
育
大
学
学
長
を
努
め
ら
れ
た
、
高
橋

啓
さ
ん
（
神
領
字
谷　

77
歳
）
が
、
こ

れ
ま
で
の
功
績
を
讃
え
ら
れ
、
平
成
28

年
春
の
叙
勲
に
お
い
て
、
瑞
宝
中
綬
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
橋
さ
ん
は
、「
私
が
鳴
門
教
育
大

学
を
お
預
か
り
し
た
の
は
、
国
立
大
学

の
法
人
化
が
ス
タ
ー
ト
し
た
実
に
多
難

な
時
期
で
し
た
。
こ
の
度
の
受
章
は
、

そ
の
と
き
、
苦
楽
を
共
に
し
た
人
た
ち

を
代
表
し
て
頂
い
た
も
の
と
思
っ
て
い

ま
す
。
国
立
劇
場
で
の
伝
達
式
で
は
、

代
表
あ
い
さ
つ
も
勤
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
今
後
は
、健
康
に
留
意
し
な
が
ら
、

地
域
や
社
会
に
少
し
で
も
お
役
に
立
つ

べ
く
、
老
骨
に
む
ち
打
っ
て
励
ん
で
い

き
た
い
も
の
と
、
健
気
（
け
な
げ
）
に

も
願
っ
て
い
ま
す
。」
と
、
受
章
に
つ

い
て
お
話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

前 

神
山
町
教
育
長 

河
野
善
行
さ
ん

　
　

瑞
寶
小
綬
章

　

河
野
善
行
さ
ん
は
、
昭
和
43
年
4
月

に
徳
島
県
立
美
馬
商
業
高
等
学
校
に
奉

職
さ
れ
、
教
育
者
と
し
て
の
第
一
歩
を

踏
み
出
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
平
成
17

年
3
月
、
徳
島
県
立
川
島
高
等
学
校
長

を
最
後
に
退
職
さ
れ
る
ま
で
の
37
年

間
、
高
等
学
校
、
障
害
児
教
育
諸
学
校
、

徳
島
県
教
育
委
員
会
事
務
局
で
勤
務
さ

れ
、
本
県
に
お
け
る
中
等
教
育
、
障
害

児
教
育
及
び
教
育
行
政
に
多
大
の
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。
退
職
後
は
、
徳
島
文

理
大
学
で
教
鞭
を
と
り
、
高
等
教
育
に

も
携
わ
ら
れ
ま
し
た
。

　

誠
実
な
人
柄
と
豊
富
な
経
験
が
評
価

さ
れ
、
平
成
19
年
2
月
に
神
山
町
教
育

委
員
会
教
育
長
に
就
任
し
、
平
成
27
年

6
月
ま
で
の
長
き
に
わ
た
り
、
町
の
教

育
行
政
の
充
実
発
展
に
尽
く
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
度
、
本
県
教
育
及
び
町
教
育
へ

の
多
大
な
功
績
が
認
め
ら
れ
、
輝
か
し

い
栄
誉
と
な
り
ま
し
た
。

林
鎭
雄
さ
ん

県
知
事
よ
り
表
彰
を
受
け
る

　

6
月
1
日
、
林
鎭
雄
さ
ん（
神
領
）は

多
年
に
わ
た
り
徳
島
県
薬
草
協
会
の
役

員
等
と
し
て
保
健
衛
生
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
県
知
事
よ

り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

林
さ
ん
た
ち
薬
草
協
会
の
メ
ン
バ
ー

8
人
は
2
年
間
に
渡
り
、
県
内
の
薬
草

や
薬
木
の
絶
滅
危
惧
種
を
主
に
調
べ
上

げ
た
そ
う
で
す
。
林
さ
ん
は
、「
こ
れ

か
ら
も
植
生
調
査
を
続
け
対
策
を
講
じ

て
役
立
て
て
い
き
た
い
。」
と
お
話
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
古
文
書
が
語
る
神
山
の
歴
史
」

郷
土
資
料
の
展
示 

6
月
11
日
㈯

　

神
山
町
に
は
上
山
村
上
分
で
庄
屋
を

務
め
て
い
た
粟
飯
原
家
の
古
文
書
、
神

領
村
の
庄
屋
、
大
粟
家
の
古
文
書
な
ど

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
古
文

書
は
江
戸
時
代
の
史
実
や
世
相
を
知
る

こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
資
料
と
し
て
徳

島
県
立
文
書
館
に
保
管
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
度
、
そ
の

一
部
を
神
山
温
泉
で
展
示
し
、
県
立
文

書
館
の
徳
野
隆
氏
に
よ
る
展
示
資
料
解

説
を
行
い
ま
し
た
。
展
示
さ
れ
た
資
料

か
ら
は
異
国
船
来
航
の
折
に
金
属
の
供

出
が
命
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
や
、
庄
屋

の
日
常
業
務
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
郷

土
の
歴
史
に
深
く
触
れ
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。（
開
催
：
平
成
28
年
6
月
1

日
〜
6
月
27
日　

解
説
：
6
月
11
日
）

まちの

　 出来事

かん太くん▲高橋啓さん

▲河野善行さん

▲林鎭雄さん
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神
山
町
郷
土
資
料
館
移
転

　

神
山
町
郷
土
資
料
館
が
旧
鬼
籠
野
小

学
校
校
舎
へ
移
転
し
ま
し
た
。
以
前

の
資
料
館
が
あ
っ
た
青
雲
寮
は
解
体

さ
れ
、
住
宅
の
建
設
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
神
山
町
郷
土
資
料
館
に
は
、

8
0
0
0
冊
を
超
え
る
旧
村
役
場
文
書

や
、
住
民
の
方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
古

民
具
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

収
蔵
品
は
小
学
校
の
課
外
授
業
や
、
大

学
等
で
の
様
々
な
研
究
に
役
立
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

神
山
町
郷
土
資
料
館
は
常
時
は
施
錠

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
見
学
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
神
山
町
教
育

委
員
会
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

（
6
7
6

－

1
5
2
2
・
I
P
2
0
0
9
）

阿
川
梅
の
里
で

梅
シ
ロ
ッ
プ
講
習
と
収
穫
体
験

　

5
月
12
日
、
阿
川
公
民
館
で
阿
川
梅

ま
つ
り
実
行
委
員
会
に
よ
る
、
梅
シ

ロ
ッ
プ
作
り
講
習
と
梅
の
収
穫
体
験
が

行
わ
れ
、
こ
こ
最
近
で
は
最
多
の
お
よ

そ
60
人
の
親
子
連
れ
な
ど
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

講
習
会
で
は
、生
駒
富
子
さ
ん
（
阿

川
）
に
よ
る
梅
干
し
作
り
の
実
演
の

あ
と
林
鎭
雄
さ
ん
（
神
領
）
に
よ
る

梅
シ
ロ
ッ
プ
作
り
の
講
習
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
希
望
者
お
よ
そ
40
人
が
森
敏

さ
ん
（
阿
川
）
の
梅
林
で
小
雨
の
降
る

中
梅
の
収
穫
体
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。

結
婚
祝
い
金
交
付
第
1
号

　

平
成
28
年
4
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た

神
山
町
結
婚
祝
い
金
交
付
の
第
1
号
で

あ
る　

谷　

知
和
さ
ん
、
彩
友
美
さ
ん

ご
夫
婦
へ
、
町
長
か
ら
直
接
お
祝
い
金

を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

　

ご
結
婚
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

下
分
公
民
館

　
　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
完
成

　

平
成
28
年
5
月
に
下
分
公
民
館
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
工
事
が
完
了
し
、
公
民

館
南
側
に
3
人
乗
り
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
2
階
へ

の
移
動
は
階
段
の
み
で
ご
不
便
を
お
か

け
し
て
い
ま
し
た
が
、
必
要
に
応
じ
て

是
非
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
今
年
度
は
阿
川
公
民
館
、
来

年
度
は
鬼
籠
野
公
民
館
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。
工
事
期

間
中
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
28
年
度 

戦
没
者
追
悼
式

　

平
成
28
年
6
月
1
日
、
神
山
町
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
神
山

町
戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ
、
ご
遺
族 ▲公民館向かって右側に設置（国道側）

▲梅シロップ講習の会場の様子

①梅の皮を上下真ん中と 3ヵ所剥きます。
②梅と氷砂糖を 1対 1の割合で瓶などに詰め蓋を
します。
③ 1週間ほどすると梅が鼓の形
に萎み泡が出始めます。
④梅を取り出し、シロップを沸騰
直前まで煮て完成。

自己流！とみちゃんの梅自己流！とみちゃんの梅鼓鼓
つつみつつみ

シロップの作り方シロップの作り方

▲多田富枝さん
（阿川）

お好みの薄さに水や炭酸などで
割ってお召し上がりください
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の
皆
様
を
は
じ
め
、小
学
生
児
童
代
表
・

中
学
生
生
徒
代
表
の
皆
様
等
、
1
2
0

人
余
り
の
皆
様
が
菊
の
花
で
飾
ら
れ
た

祭
壇
に
手
を
合
わ
せ
、
英
霊
の
冥
福
と

恒
久
の
平
和
を
祈
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
後
藤
町
長
が
「
現
在
、

私
た
ち
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
享
受
し

て
い
る
平
和
と
繁
栄
が
、
戦
火
の
中
で

散
華
さ
れ
た
多
く
の
同
胞
の
尊
い
犠
牲

の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
事
実

を
決
し
て
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ

う
し
た
国
家
民
族
の
史
実
を
風
化
さ
せ

る
こ
と
な
く
、
次
の
世
代
に
語
り
継
い

で
い
く
こ
と
こ
そ
、
今
こ
こ
に
生
き
て

い
る
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な
使

命
で
あ
る
と
共
に
、
平
和
は
、
人
類
共

通
の
願
い
で
あ
り
ま
す
。」
と
追
悼
の

こ
と
ば
を
述
べ
、
平
和
へ
の
誓
い
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
徳
島
県
知
事
ら
に
よ
る
追
悼

の
こ
と
ば
が
捧
げ
ら
れ
、
最
後
に
、
参

列
者
全
員
が
白
い
菊
花
を
祭
壇
へ
厳
か

に
さ
さ
げ
、
戦
没
者
の
冥
福
を
祈
り
ま

し
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会
開
催

●
開 

催 

日
：
6
月
14
日
・
21
日

●
開
催
場
所
：
町
民
体
育
館

　
　
　
　
　
　

広
野
小
学
校
体
育
館

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

町
民
体
育
館
と
広
野
小
学
校
体
育
館

に
お
い
て
、
平
成
28
年
度
神
山
町
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会
を
2
日
間
の
日

程
で
行
い
ま
し
た
。
大
会
は
、
本
年
度

よ
り
初
め
て
町
外
の
チ
ー
ム
の
参
加
を

認
め
、
町
内
外
の
チ
ー
ム
に
よ
る
交
流

大
会
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
各
チ
ー

ム
が
新
鮮
な
顔
ぶ
れ
の
中
で
、
活
気
あ

る
試
合
を
み
せ
ま
し
た
。
今
後
も
、
参

加
者
や
開
催
時
期
等
、
代
表
者
間
で
話

し
合
い
、
工
夫
を
し
な
が
ら
神
山
町
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
事
業
の
活
性
化
を
目
指
し

ま
す
。

参
加
チ
ー
ム
一
覧
（
順
不
同
）

　

神
領
体
協

　

響
会

　

鬼
籠
野
体
協

　

オ
ー
ル
イ
ン

　

A
ngel

☆S
tar

（
佐
那
河
内
村
）

　

上
八
万
チ
ー
ム
（
徳
島
市
）

　

北
井
上
体
協
（
徳
島
市
）

第
41
回
神
山
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
開
催

●
日
程
：
5
月
31
日
〜
6
月
6
日

●
場
所
：
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

5
月
31
日
か
ら
6
月
6
日
、
町
民
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
神
山
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
7
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式
で
計
6
試
合
を
行

い
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
各

チ
ー
ム
が
好
プ
レ
ー
や
珍
プ
レ
ー
を
み

せ
な
が
ら
、
各
チ
ー
ム
の
協
力
の
下
に

和
や
か
な
ム
ー
ド
で
試
合
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
準
決
勝
で
は
同
点

に
よ
る
じ
ゃ
ん
け
ん
勝
負
を
見
事
に
勝

ち
抜
き
、
大
会
を
通
し
て
安
定
し
た
守

備
を
見
せ
た
青
井
夫
体
協
が
優
勝
し
ま

し
た
。

開催日程詳細と結果
5月 31日

鬼籠野体協（15－ 22）中津体協
阿川トンネルズ（ 6－ 12）青井夫体協

6月 2日
　広野体協（ 5－ 13）寄井体協

3日
　　中津体協（13－ 13）青井夫体協
紅葉クラブ（ 4－ 10）寄井体協

6日
　　寄井体協（ 5－ 15）青井夫体協

▲寄井体協と青井夫体協のみなさん

9 平成28年 7 月15日発行
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下
分
地
区
七
夕
飾
り

　

7
月
2
日
と
3
日
、
下
分
七
夕
飾
り

実
行
委
員
会
に
よ
る
恒
例
の
下
分
地
区

七
夕
飾
り
が
下
分
公
民
館
で
行
わ
れ
、

ダ
ン
ス
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
大
型
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
・
キ
ル
ト
展
な
ど
が
開
催
さ

れ
る
な
ど
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し

た
。
ま
た
6
月
27
日
か
ら
7
月
7
日
ま

で
は
午
後
10
時
ま
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
、幻
想
的
な
風
景
が
出
現
し
ま
し
た
。

下
分
保
育
所
に
よ
る

七
夕
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

6
月
23
日
、
道
の
駅
「
温
泉
の
里
神

山
」
で
下
分
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
や

交
通
安
全
協
会
の
方
々
な
ど
が
、
ド
ラ

イ
バ
ー
60
人
に
手
作
り
の
七
夕
飾
り
な

ど
を
配
布
し
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
5
月
と
6
月
に
続
け
て
交

通
死
亡
事
故
多
発
警
報
が
発
令
さ
れ
、

高
齢
者
が
関
係
し
て
い
る
死
亡
事
故
が

多
く
発
生
し
ま
し
た
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
着
用
す
る
な
ど
の
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

茅
葺
き
屋
根
の
裏
側

　

約
3
0
0
年
前
に
建
て
ら
れ
た
と
あ

る
住
宅
の
改
修
が
行
わ
れ
、
め
っ
た
に

見
ら
れ
な
い
茅
葺
き
屋
根
の
裏
側
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

総
務
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

6
7
6 ‒

1
1
1
1

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
1

「
町
長
と
の
車
座
座
談
会
」を
実
施
す
る

団
体
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

　

神
山
町
で
は
、「
町
長
と
の
車
座
座

談
会
」
を
実
施
す
る
団
体
な
ど
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

◆
車
座
座
談
会
と
は

　

集
落
や
各
種
団
体
な
ど
で
、
お
お
む

ね
10
人
以
上
の
人
が
集
ま
り
、
希
望
す

る
場
所
に
町
長
や
担
当
課
長
、
担
当
職

員
が
直
接
出
向
い
て
い
き
、
直
接
対
話

し
、
そ
の
声
を
行
政
に
反
映
し
て
い
こ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
テ
ー
マ
つ
い
て
は

　

座
談
会
を
希
望
す
る
団
体
に
決
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

◆
申
込
み
に
つ
い
て
は

　

座
談
会
を
希
望
す
る
団
体
は
、「
町

長
と
の
車
座
座
談
会
」
申
込
書
に
、
希

望
す
る
日
時
、
場
所
、
テ
ー
マ
な
ど
を

記
入
し
て
、
役
場
総
務
課
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
は
、
役
場
総
務
課
、
広
野
支

所
、
各
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
情
報
公
開
条
例
及
び
個
人
情
報

保
護
条
例
の
運
用
状
況
を
公
開
し
ま
す

1　

情
報
公
開
の
実
施
状
況

2　

個
人
情
報
開
示
の
実
施
状
況

　

請
求
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

住
民
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

6
7
6 ‒

1
1
1
3

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
3

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便
乗
し
た
詐
欺

や
不
審
な
勧
誘
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
情
報
流
出
を
か

た
っ
て
、
流
出
を
止
め
る
手
続
に
金
銭

を
要
求
す
る
」
詐
欺
被
害
が
県
内
で
初

め
て
発
生
し
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
他
県

に
お
い
て
次
の
よ
う
な
被
害
事
例
が
出

て
い
ま
す
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
登
録
手
数
料

●
個
人
情
報
が
流
出
し
た
た
め
登
録
を

抹
消
す
る
た
め
の
手
数
料

役場からの

　おしらせ

あゆちゃん

実施機関 請求件数 開　示 部分開示 非開示 不存在

町 長 3件 2件 0件 1件 0件

教育委員会 0件 0件 0件 0件 0件

選挙管理委員会 0件 0件 0件 0件 0件

監 査 委 員 0件 0件 0件 0件 0件

農業委員会 0件 0件 0件 0件 0件

固定資産評価審査委員会 0件 0件 0件 0件 0件

議 会 0件 0件 0件 0件 0件

▲大竹飾りの様子

▲彦星様と織姫様の衣装で啓発活動をする子どもたち
▲松の木をいぶして柱の腐敗を防いでいる
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●
家
族
構
成
や
口
座
番
号
、
年
金
や
保

険
の
加
入
状
況

　

調
査
の
た
め
に
電
話
や
訪
問
を
し
て

聞
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
以
外
で

も
、
不
審
な
電
話
は
す
ぐ
に
切
っ
て
く

だ
さ
い
。
訪
問
が
あ
っ
た
場
合
に
は
必

要
な
い
と
断
り
ま
し
ょ
う
。
金
銭
を
要

求
さ
れ
て
も
決
し
て
支
払
わ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

あ
や
し
い
と
思
っ
た
ら
、
相
談
窓
口

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
相
談
窓
口
】

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る
こ
と（
総
合
）

 

☎
0
1
2
0

－

9
5

－

0
1
7
8

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

 

☎
1
8
8（
い
や
や
！
）

石
井
警
察
署 

☎
6
7
4

－

0
1
1
0

警
察
安
全
相
談 

☎
♯
9
1
1
0

金
融
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
相
談
室

 

☎
0
5
7
0

－

0
1
6
8
1
1

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

住
民
課

 

0
8
8

－

6
7
6

－
1
1
1
3

 

　

Ｉ
Ｐ
2
0
0
3

税
務
保
険
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

6
7
6 ‒

1
1
1
5

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
5

8
月
は
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
証

の
定
期
更
新
月
で
す

　

現
在
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
有
効
期
限
が

「
平
成
28
年
7
月
31
日
」
と
な
っ
て
い

る
み
ど
り
色
の
「
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
証
」
を
、
1
人
に
1
枚
お
渡
し

し
て
い
ま
す
。

　

7
月
中
に
神
山
町
税
務
保
険
課
か

ら
、
有
効
期
限　

平
成
29
年
7
月
31
日

と
記
載
さ
れ
た
新
し
い
被
保
険
者
証

【
オ
レ
ン
ジ
色
】
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

8
月
1
日
以
降
は
、
古
い
被
保
険
者

証
（
み
ど
り
色
）
は
使
え
ま
せ
ん
の
で
、

受
診
の
際
は
有
効
期
限
を
確
認
し
、
お

間
違
え
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

臓
器
提
供
の
意
思
表
示
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

新
し
い
被
保
険
者
証（
有
効
期
限
平
成

29
年
7
月
31
日
）の
裏
面
に
、
臓
器
提
供

意
思
表
示
欄
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
臓
器
移
植
に
関
す
る
啓
発

や
知
識
を
深
め
る
た
め
で
す
。
臓
器
移

植
と
は
、
病
気
や
事
故
に
よ
り
臓
器
が

機
能
し
な
く
な
っ
た
方
に
他
の
方
の
健

康
な
臓
器
を
移
植
し
、
機
能
を
回
復
さ

せ
る
医
療
で
す
。

　

臓
器
提
供
の
意
思
表
示
は
自
分
の
意

思
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

意
思
表
示
欄
記
入
後
も
意
思
の
変
更
が

で
き
ま
す
。

　

臓
器
提
供
に
つ
い
て
よ
く
考
え
、
家

族
と
話
し
合
い
、
意
思
表
示
欄
の
記
入

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
意
思
表
示
欄
へ
の
記
入
は
任

意
で
あ
り
、
義
務
付
け
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証（
薄
い
紫
色
）を
お
持
ち
の
方
へ

　

平
成
27
年
度
の
認
定
証
を
お
持
ち
の

方
で
平
成
28
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
に
は
、
7
月
末
ま
で
に
神
山
町
税

務
保
険
課
か
ら
「
後
期
高
齢
者
医
療
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
更
新
申
請
書

の
提
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

認
定
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
適
用
区

分
が
「
区
分
Ⅱ
」
の
方
で
「
過
去
12
か

月
で
90
日
を
超
え
る
入
院
」
を
さ
れ
た

方
は
、
神
山
町
税
務
保
険
課
に
申
請
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
入
院
時
の
食
事

代
が
さ
ら
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
よ
る
自
己
負

担
額
軽
減
の
お
知
ら
せ
を
発
送
し
ま
す

　

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

で
は
、
現
在
処
方
さ
れ
て
い
る
新
薬
を

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
換
え
た

場
合
に
、
自
己
負
担
額
が
ど
れ
く
ら
い

軽
減
で
き
る
の
か
、
そ
の
一
例
を
お
知

ら
せ
す
る
通
知
を
平
成
28
年
9
月
下
旬

に
送
付
し
ま
す
。

　

通
知
の
対
象
者
は
、
本
年
5
月
に
医

療
機
関
で
新
薬
を
処
方
さ
れ
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
換
え
た
場
合
に

自
己
負
担
額
が
大
き
く
軽
減
さ
れ
る
方

で
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、
新
薬

の
特
許
が
切
れ
た
後
に
、
同
じ
有
効
成

分
を
使
っ
て
作
ら
れ
、
新
薬
と
同
等
の

効
果
、
効
能
を
厚
生
労
働
省
か
ら
承
認

さ
れ
て
い
る
医
薬
品
で
す
。

　

な
お
、
す
べ
て
の
お
薬
に
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
が
あ
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
の
で
、利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

医
師
や
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

事
務
局
事
業
課

 

☎
0
8
8

－

6
7
7

－

3
6
6
6

建
設
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

6
7
6 ‒

1
5
1
4

Ｉ
Ｐ 

2
0
1
5

道
路
に
張
り
出
し
て
い
る
樹
木
・

竹
林
伐
採
の
お
願
い

　

車
道
の
一
部
に
お
い
て
、
樹
木
等
の

張
り
出
し
に
よ
り
通
行
の
妨
げ
と
な
っ

て
い
る
箇
所
が
あ
り
ま
す
。

　

住
宅
の
生
け
垣
、
庭
木
、
ま
た
は
山

林
の
樹
木
・
畑
の
果
樹
等
が
、
境
界
を

越
え
て
道
路
に
は
み
出
し
て
い
る
と
、

通
行
の
妨
げ
と
な
り
事
故
に
つ
な
が
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
原
因
で
、

歩
行
者
や
車
両
に
事
故
が
発
生
し
た
場

合
に
は
、
当
該
樹
木
の
所
有
者
等
が
責

任
を
問
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
状
況
が
見
ら
れ
る
所
有

者
の
方
は
、
樹
木
等
の
伐
採
、
剪
定
等

を
お
願
い
し
ま
す
。

①
道
路
へ
の
樹
木
・
竹
木
等
が
張
り
出

し
て
い
る

②
枯
れ
木
、
折
れ
枝
等
に
よ
る
通
行
へ

の
障
害
が
あ
る（
ま
た
は
そ
の
恐
れ

が
あ
る
）

　

交
通
事
故
防
止

の
た
め
に
も
事
前

に
安
全
を
確
認
の

上
、
適
切
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。
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教
育
委
員
会
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

6
7
6 ‒

1
5
2
2

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
9

神
山
町
成
人
式
の
ご
案
内

　

神
山
町
で
は
、
新
成
人
を
祝
福
し
激

励
す
る
と
と
も
に
、
大
人
と
し
て
の
自

覚
を
促
し
将
来
の
幸
せ
を
祈
念
す
る
た

め
、
成
人
式
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

平
成
29
年
成
人
式

　

日
時　

平
成
29
年
1
月
2
日
㈪

　

場
所　
神
山
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

 

3
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

　

日
程　

午
前
9
時
30
分
〜
受
付

　
　
　
　

午
前
10
時
〜　
　

式
典

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
写
真
撮
影

　
　
　
　

午
前
11
時
〜　
　

記
念
講
演

成
人
式
の
対
象
と
な
る
方

　

平
成
8
年
4
月
2
日
〜
平
成
9
年
4

月
1
日
生
ま
れ
の
方

①
町
内
の
中
学
校
卒
業
生
及
び
町
内
の

小
学
校
を
卒
業
し
、
町
外
の
中
学
校

等
を
卒
業
さ
れ
た
方
。

②
9
月
1
日
現
在
、
神
山
町
に
住
民
登

録
の
あ
る
方
。

※
成
人
式
該
当
者
に
は
、
9
月
中
に
案

内
状
を
本
人
住
所
へ
送
付
い
た
し
ま

す
。
案
内
状
が
届
か
な
か
っ
た
方
は

教
育
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

産
業
観
光
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

6
7
6 ‒

1
1
1
8

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
7

徳
島
県
か
ら
の
お
し
ら
せ

●
就
職
力
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

【
と　

き
】

　

8
月
3
日
㈬
、
24
日
㈬

　

9
月
7
日
㈬

【
と
こ
ろ
】

　

徳
島
駅
ク
レ
メ
ン
ト
プ
ラ
ザ

【
内　

容
】

　

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、
模
擬
面
接
な
ど

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

徳
島
県
若
年
者
就
職

 

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

 

☎
0
8
8

－

6
0
2

－

1
1
8
8

 

FAX
0
8
8

－

6
0
2

－

1
1
8
9

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
か
み
や
ま
第
3
0
4
号
に
お
い

て
、
町
民
サ
ポ
ー
ト
の
自
主
防
災
組
織

運
営
交
付
金
の
と
こ
ろ
に
年
間
1
0
、

0
0
0
万
円
を
交
付
と
あ
り
ま
す
が
、

正
し
く
は
年
間
1
0
、0
0
0
円
を
交

付
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

平成27年度 神山町中山間地域等直接支払事業の実施状況

　中山間地域等直接支払交付金実施要領第12条及び運用第16条の規定に基づき、中山間地
域等直接支払交付金に係る実施状況について、次のとおり公表します。
●集落協定

集落名
対象面積

交付金額
（千円） 集落名

対象面積
交付金額
（千円）

（a） 田 畑 （a） 田 畑

一ノ坂 1291．47 69．84 1221．63 1，523 栗生野 364．77 153．05 211．72 230

川　東 500．86 500．86 0 422 今　井 712．04 131．29 580．75 606

千　歳 182．25 182．25 0 306 樫　谷 460．08 0．00 460．08 373

中　津 291．24 29．23 262．01 251 江　田 1859．76 324．23 1535．53 1，772

大久保 932．47 295．28 637．19 1，509 喜来・黒河 753．98 391．12 362．86 861

本野間 630．62 256．78 373．84 732 上河内日浦 545．93 0．00 545．93 525

高　浜 327．21 327．21 0 662

合計 13集落　8，852．68a　（田　2，661．14a　畑　6，191．54a）　交付金9，772千円

お問い合わせは、神山町産業観光課（☎676－1118　IP2007）まで

その他の

　おしらせ

名無し
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熊本地震被災地に職員を派遣しました
　私は、平成28年 4 月14日、16日に発生した熊本地震の
復興に向けて徳島県第16陣として5月31日からの5日間、
熊本県益城町の支援活動に参加しました。
　益城町は熊本市と隣接し、人口が 3万人を超える町で
熊本空港、イベントなどを行える展示場があります。徳
島県でいう松茂町や藍住町のような町で熊本市のベッド
タウンとなっています。
　現地は震度 7という想像もできないような揺れが 2度
も発生した地域で、多くの建物が破壊されていました。

地震発生から約 2ヶ月経ちましたが余震が発生することもあります。メディア
の報道にもあるとおり、公共交通機関については復興が進んでいますが、倒壊
した家屋の瓦礫撤去は少しずつ進んでいましたがまだまだ手付かずの場所も見
受けられました。徳島県の支援活動としては、建物の被害の程度を
証明する罹災証明の交付業務の支援と避難所や周辺で生活しておら
れる住民の支援と避難所での窓口業務でした。
　私の業務は避難所の一つである保健福祉センターでの住民支援及び
センターの窓口業務でした。センターは 6月2日現在で、約300人の方が
避難していました。避難者数を把握するために入所や退所について管理
しており、入所については 6月2日には受付を終了していましたが退所に
ついては随時受付けており退所者に対し届出してもらっていました。避
難者数を基に避難者の食事数を把握し、朝、昼、夕食について避難者
に食事の配布を行っていました。朝はおにぎり、昼はパン2つ、夕食は
お弁当でした。特に昼のパンについては同じものが配布されており、受
け取っていただけないこともありました。また、避難者に対し、生活物
資の配布や物資の管理を行なっていました。ティッシュペーパーは在庫
がなくなりそうになっていました。ほかにボランティアに対し高速料金の
無料申請業務を行っていました。
　避難者の中には子供や高齢者もおり、彼らの話を聞き少しでも不
安を取り除けるようにしていました。避難者には被災されて大変な
なかでも「遠いところからありがとう」と支援に来ていた我々へ感
謝をたくさんいただきました。短い間ではありましたが一人でも多
くの方に不安を除くことができるよう努めてきました。そして、益
城町の住民が一日でも早く以前の生活を取り戻せることを願い、益
城町をあとにしました。

熊 本 地 震 派 遣熊 本 地 震 派 遣
REPORT

住民課 主事　西本　寛

倒壊した家屋

ひびが入った道路

おにぎり

避難所

13 平成28年 7 月15日発行
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ま
ち
を
将
来
世
代
に
つ
な
ぐ
集
合
住
宅
づ
く
り
に
向
け
て

ま
ち
を
将
来
世
代
に
つ
な
ぐ
集
合
住
宅
づ
く
り
に
向
け
て

神
山
町
で
は
、
子
育
て
世
代
を
軸
と
す
る
集
合
住
宅
づ
く
り
を

神
山
町
で
は
、
子
育
て
世
代
を
軸
と
す
る
集
合
住
宅
づ
く
り
を

す
す
め
て
い
ま
す
。
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
、
神
山
中

す
す
め
て
い
ま
す
。
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
、
神
山
中

学
校
の
旧
学
生
寮
「
青
雲
寮
」
を
解
体
し
、
ま
ち
の
大
工
さ
ん

学
校
の
旧
学
生
寮
「
青
雲
寮
」
を
解
体
し
、
ま
ち
の
大
工
さ
ん

ら
や
町
産
の
木
材
を
使
用
し
、
木
造
の
住
宅
を
建
設
す
る
計
画

ら
や
町
産
の
木
材
を
使
用
し
、
木
造
の
住
宅
を
建
設
す
る
計
画

で
す
。

で
す
。

あ
た
ら
し
い
集
合
住
宅
づ
く
り
に
向
け
、

計
画
を
す
す
め
て
い
ま
す

「さようなら青雲寮」イベント
●日　　時　 8 月 13 日㈯
　　　　　　10時～16時（時間は予定）
●事前申込　不要
　町内在住の元青雲寮生が「解体前に 1日で
いいから中に入りたい」と、ぽつりと言った
ひと言から、秋の解体を前、お盆の 1日に青
雲寮が元寮生と町の方々に解放されることに
なりました。元寮生らがこの日のために実行
委員会を組織し、卒業アルバムや文集を持ち
寄って開いてみたり、なつかしい「軽食」を
出したりできたらね、と話し合っています。
集合住宅の計画もそこでご紹介できたら。青
春の足跡が残る青雲寮に、どうぞお集りくだ
さい。
＊イベントの詳細は町のウェブサイトや防災無線を通じて
お知らせします

お
問
い
合
わ
せ
は
、
神
山
つ
な
ぐ
公
社
へ
。

　

電
話
番
号
0
5
0

－

2
0
2
4

－

4
7
0
0

川をおもてに
鮎喰川沿いの景色を楽しめる
遊歩道の整備を考えています。

子どもたちが安心して遊べる空間
人のための空間と車の道を分ける計画を
します。
駐車場は各戸に 2台分＋外来者用を設置
する予定。

まちのひとも使える共有部
子どもも大人もみんなで使える
空間を考えています。

一気につくらない
まちの大工さんたちが少しずつ、
ずっとつくり続けている情景を
つくります。
建物は平屋と 2階建ての木造建築。

まちの草木を地域の高校生とまちの草木を地域の高校生と
城西高校神山分校の生徒さんと地域の山に入って種取りを城西高校神山分校の生徒さんと地域の山に入って種取りを
しながら、植物数種による混植の緑地をつくります。しながら、植物数種による混植の緑地をつくります。

文化橋

道路
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平成28年度　名西消防組合消防職員採用試験案内

受付期間　　　　7月21日（木）～ 8月 4日（木）
第 1次試験日　　9月18日（日）
⑴郵便による申込みは、8月 4日までの消印のあるものに限り受け付けます。
⑵受付期間経過後の申込は、一切受け付けいたしませんので十分注意してください。

1　試験区分、採用予定人員及び職務の内容
試　験　区　分 採用予定人員 　　職　　務　　の　　内　　容

消防職員
（消防士） 高等学校卒業程度 2名程度 警防・救急・救助・予防・庶務等の消防業務

2　受験資格
試験区分 　受　　　　　験　　　　　資　　　　　格
消防職員
（消防士） 平成 3年 4月 2日から平成11年 4 月 1 日までに生まれた者で深夜勤務の出来る者

3　試験の日時及び試験場
区　　分 　日　　　　時 　　試　験　場

第 1次試験
平成28年 9 月18日（日）
⑴開場時間　9時 00 分から
⑵試験時間　10 時 00 分から

徳島文理大学 9号館人間生活学部棟（徳島市山城町西浜傍示 180）
　試験場への車の乗り入れは、送迎を含め固く禁止します。
　なお、付近に駐車場がありませんので交通機関を利用してください。

第 2次試験 平成28年10月以降（日時及び場所は第 1次試験合格者に通知します。）

4　受験手続
⑴申込用紙
　申込用紙は、名西消防組合消防本部庶務課に請求してください。
　郵便で請求する場合は、封筒の表に「採用試験申込用紙請求」と朱書し、あて先明記の
120円切手を貼った返信用封筒を必ず同封してください。
⑵申込・問い合わせ
　〒779－3223　徳島県名西郡石井町高川原字高川原 66－8
　　　　　　　 名西消防組合消防本部庶務課　　電話　674－6788

平成28年度　自　衛　官　等　募　集　案　内
募集種目 資　格 受付期間 試験期日 合格発表 入（校）隊 待遇その他 参考

航　空
学　生

高卒（見込含）
21歳未満の者

8月 1日～
9月 8日

1次
　 9月22日
2 次
　10月15日～20日
3 次
　11月12日

～12月15日

1次
　10月7日
2次
　（海）11月9日
　（空）11月4日 
最終
　H29年1月23日

H29年 3 月下旬
～

4月上旬
入隊後約6年で
3等海・空尉

H27年度募集人員
　海　約70名
　空　約50名

一般曹
候補生

18歳以上
27歳未満の者

8月 1日～
9月 8日

1次
　 9月16・17日
2 次
　10月 6 日～12日

1 次
　 9月30日
最終
　11月11日

H29年 3 月下旬
～

4月上旬

入隊後約2年9ヶ月
経過以降選考により
3等陸・海・空曹

H27年度募集人員
　陸 約2，670名
　海 約1，000名
　空 約  750名

自衛官
候補生

男　

子
18歳以上
27歳未満の者

年間を通じ
て行ってお
ります

受付時にお知らせ
します
※原則として 9月
16日以降

試験日にお知ら
せします

採用予定通知で
お知らせします

所要の教育を経て、
3ヶ月後に 2等陸・
海・空士に併用
陸（技術系を除く）
は、1 年 9 ヶ 月 陸
（技術系）・海・空
は、2 年 9 ヶ月を 1
任期として併用

H27年度募集人員
　陸 約5，530名
　海 約  850名
　空 約1，300名

女　

子
8 月 1 日～
9月 8日

9月23日～27日
※いずれか 1日を
指定されます

11月 4 日
H29年 3 月下旬

～
4月上旬

H27年度募集人員
　陸 約570名
　海 約100名
　空 約 80名

その他様々な職種がありますので、詳しくは、
自衛隊徳島地方協力本部　鴨島地域事務所
　〒776-0010　吉野川市鴨島町鴨島字本郷213－ 1　☎0883－24－7008　
　ホームページ：http://www.mod.go.jp/pco/tokushima/

自衛官募集携帯サイト
 
左のＱＲコード携帯から
当サイトに簡単アクセス！

15 平成28年 7 月15日発行
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　神山町の健康づくり計画の第 2期計画を平成28年 3月に策定しました。今後10年間生活習慣病
の発症予防と重症化予防、健康に関する生活習慣及び社会環境の改善に取り組んでいきます。今回
から課題別に実態と対策を取り上げていきます。

お問い合わせ・健康に関するご相談は
神山町健康福祉課予防係 TEL676－1114（ＩＰ2004）

健康づくりシリーズ○102

年に一度はがん検診を受診して、体の状態を確認しましょう。神山町では各種がん検診を実施しています。
どなたでも受診できますので、受診ご希望の方はお問い合わせください。

個人・地域
●がん検診を定期的に受けて、早期発見・早期
治療を行う。
●自分に合った楽しく続けられる運動を行う。
●たばこ、飲酒、塩分を控え、減らす
●野菜をたくさん食べるなど食生活を改善する
ことや食品をバランス良く食べることで、必
要な栄養素を摂る

行　政
●がんの発症を予防する知識と生活習
慣について普及啓発を行う。
●がん検診の受診勧奨
●がん検診を受けやすい体制の整備
●がん検診精密検査の受診勧奨実施

高脂肪食をたくさん食べると便中の発がん
物質が増えて、大腸がんを引き起こします。
しかし、野菜を食べて食物繊維を摂ること
で便の量が増え、発がん物質は薄まります。

夢・元気・笑顔 ～ 健康かみやま21 ～ 第 2期計画

　生涯を通じて 2人に 1人は何らかのがんになり、 3 人に 1人
はがんで亡くなる時代です。神山町においても死亡原因の第 1
位となっています。

がんについて知ろうがんについて知ろう

●喫煙（受動喫煙を含む）
●過剰飲酒
●野菜・果物の摂取不足
●塩分の過剰摂取
●運動不足、肥満
●がんに関するウイルスや細菌の感染

がんの発症を高める要因がんの発症を高める要因

がん対策のためにがん対策のために

　がん予防には一人ひとりの取り組みが大切です。以下の項目に一緒に取り組みましょう。

H21～25　死因別死亡割合

がん
21.3％

心疾患
18.6％

肺炎
11.3％

脳血管疾患　9.8％
老衰　5.4％

その他
39.0％

特に増えているのが特に増えているのが
大腸がん！大腸がん！
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お問い合わせは…地域包括支援センター　　電話：676－1185（IP2031）

介護予防シリーズ○44

　困りごとの調査は、介護予防教室や通いの場へ出向き、参加している高齢者に日常生活で
の困りごとについて聞き取り調査をしています。それ以外にも高齢者が集まる場などへ出向
くことも考えていますので、その際はご意見よろしくお願いします。

「生活支援コーディネーター」が誕生しました！
 6月から神山町地域包括支援センターに生活支援コーディネーターが 2人誕生したので紹介します！
生活支援コーディネーターは、高齢者が安心して地域で暮らしていける仕組みを作っていくお手伝いを
します。

 6月から新たに生活支援コーディネーターとし
てお仕事を始めることとなりました。一人でも
多くの方とお会いして、お話を聞かせて頂き
たいと思っています。住み慣れた神山でいつ
までもいきいきと生活できるよう、少しでもお手
伝いができたらいいなと思っています。

手

　神山町の高齢化率は上昇し続けており、平成32年には 2人に 1人が65歳以上の高齢者となることが
予測されています。
　高齢者のみの世帯が増え、支援を必要とする高齢者が増える一方、支え手となる生産年齢人口は減っ
ています。
　介護が必要な状態となっても、住み慣れた地域で自分らしい暮らしができるよう、地域の特性に応じ
た仕組みを作っていくことが必要とされています。
　特に、認知症高齢者、ひとり暮らし高齢者、高齢者だけの世帯数が増えていくことを見越して、在宅
生活を続けていくための新しい生活支援サービス（配食・見守り・安否確認など）の充実が必要です。
そこで、新しいサービスを考えていくうえでお聞かせください。

「皆さんの地域には何が不足していますか？」　「どのような支え合いが必要でしょうか。」
「前はできていたのに最近できなくなったこと」や、「手伝ってくれたらいいな、あればいいな」
と思うことなど、生活し続けるためには何が必要か、生活の中での困りごとなどをお聞かせ
ください。

体の調子が悪くてごみ出しが大変体の調子が悪くてごみ出しが大変

スーパーは遠いし、足も悪くなって、スーパーは遠いし、足も悪くなって、
買い物やご飯の支度に困っています買い物やご飯の支度に困っています

火口山 博美　　田中 泰子

17 平成28年 7 月15日発行
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防災シリーズ○14

全国瞬時警報システム
神山町役場　総務課　防災係　　電話：676－1111（IP2000）

●
台
風
に
つ
い
て

　

徳
島
県
に
は
毎
年
い
く
つ
か
の

台
風
が
接
近
ま
た
は
上
陸
し
強
風

と
大
雨
に
よ
り
た
び
た
び
被
害
を

も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

一
昨
年
も
、
八
月
に
台
風

十
一
、十
二
号
が
徳
島
県
に
接
近
、

上
陸
し
、
大
き
な
被
害
を
与
え
た

こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　

台
風
は
、
予
測
で
き
る
か
ら
と

安
易
に
考
え
ず
、
日
頃
か
ら
十
分

な
対
策
を
立
て
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

①
情
報
の
入
手

　

ま
ず
は
、
必
要
な
情
報
を
入
手

し
て
、
少
し
で
も
被
害
を
減
ら
し

ま
し
ょ
う
。

　

台
風
は
、
突
然
襲
っ
て
く
る
地

震
と
は
違
い
事
前
に
情
報
が
得
ら

れ
ま
す
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
役

場
の
防
災
無
線
な
ど
か
ら
出
さ
れ

る
情
報
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

②
日
頃
の
心
が
け

　

台
風
が
接
近
す
る
か
ら
で
は
な

く
、
日
頃
か
ら
の
心
が
け
が
大
切

で
す
。

　

ま
ず
、
自
分
の
家
の
周
り
に
危

険
な
場
所
が
な
い
か
確
認
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
避
難
場
所
や
安
全
な
避

難
経
路
を
よ
く
確
認
し
、
隣
近
所

の
方
と
の
連
絡
方
法
を
決
め
て
お

く
こ
と
な
ど
も
有
効
な
方
法
で

す
。

③
台
風
へ
の
備
え

　

台
風
が
接
近
す
る
可
能
性
が
あ

る
場
合
は
、
早
め
に
台
風
へ
の
備

え
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

雨
戸
・
看
板
・
塀
な
ど
も
倒
れ

な
い
よ
う
に
固
定
し
ま
し
ょ
う
。

　

早
い
時
期
に
家
の
回
り
を
見
回

り
、
排
水
溝
や
、
雨
ど
い
の
掃
除

を
し
た
り
、
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
も

の
は
室
内
に
し
ま
い
、
無
理
な
も

の
は
、
固
定
す
る
な
ど
飛
散
防
止

対
策
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
停
電
に
備
え
て
、
懐
中

電
灯
や
携
帯
ラ
ジ
オ
な
ど
の
防
災

用
品
を
準
備

し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

●
災
害
時
の
必
需
品

　

台
風
や
土
砂
災
害
、
地
震
等
な

ど
の
大
災
害
が
発
生
す
る
と
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
や
流
通
機
能
が
ス

ト
ッ
プ
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
時
、
慌
て
な
い
よ
う

に
、
災
害
時
に
必
要
な
も
の
を
日

頃
か
ら
備
え
て
お
く
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

非
常
持
出
品
と
し
て
、
懐
中
電

灯
、
現
金
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、
飲
料

水
、
非
常
食
等
を
す
ぐ
に
持
ち
出

せ
る
よ
う
に
し
て
、
持
病
薬
や
ア

レ
ル
ギ
ー
対
応
食
な
ど
、
命
に
関

わ
る
必
需
品
を
優
先
し
て
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ら
の
グ
ッ
ズ
を
リ
ュ
ッ
ク

サ
ッ
ク
な
ど
に
入
れ
て
、
玄
関
や

寝
室
な
ど
、
持
ち
出
し
や
す
い
場

所
に
保
管
し
て
お
く
と
安
心
で

す
。　

　

災
害
時
の
食
料
や
飲
料
水
は
、

七
日
分
必
要
で
、
成
人
一
人
一
日

あ
た
り
、
水
は
三
リ
ッ
ト
ル
、
食

料
は
二
千
カ
ロ
リ
ー
が
目
安
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
食
品
は
、
賞
味
期

限
に
注
意
し
、
懐
中
電
灯
や
ラ
ジ

オ
は
、
電
池
切
れ
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
食
料
等
に
つ
い
て
は
、

持
ち
運
び
し
や
す
い
収
納
ケ
ー
ス

な
ど
に
入
れ
て
、
台
所
や
押
し
入

れ
な
ど
に
分
散
保
管
す
る
こ
と
も

重
要
で
す
。

●
非
常
食
の
保
存
法

　

災
害
用
の
保
存
食
だ
け
を
大
量

に
用
意
す
る
こ
と
が
備
蓄
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
缶
詰
や
レ
ト
ル
ト
食

品
な
ど
、
普
段
利
用
し
て
い
る
食

品
を
、
最
初
多
め
に
購
入
し
て
お

い
て
、
消
費
し
た
ら
そ
の
分
補
充

す
れ
ば
、
常
に
一
定
量
の
食
品
を

自
宅
内
に
備
蓄
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
が
、「
ロ
ー
リ
ン
グ

ス
ト
ッ
ク
（
回
転
備
蓄
）
法
」
で

す
。
消
費
期
限
切
れ
を
防
ぎ
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
役
立
つ
、
一
石

二
鳥
の
方
法
で
す
。
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国国 民民 年年 金金 だだ よよ りり

詳しくは徳島北年金事務所　☎655－0200　または
住民課国民年金係　☎676－1113（ＩＰ2003）までお問い合わせください。

☆国民年金保険料は納付期限までに納めましょう☆

☆国民年金保険料免除等の申請について☆

　平成28年 4月分から平成29年 3月分までの国民年金保険料は、月額16，260円です。保険
料は、日本年金機構から送られる納付書により、金融機関・郵便局・コンビニで納めることが
できます。また、クレジットカードによる納付やインターネット等を利用しての納付、そして
便利でお得な口座振替もあります。
　未納のまま放置されると、強制徴収の手続きによって督促を行い、指定された期限までに納
付がない場合は、延滞金が課されるだけではなく、※納付義務のある方（被保険者本人、連帯
して納付する義務を負う配偶者及び世帯主になります）の財産を差し押さえることがあります
ので、早めの納付をお願いします。
　所得が少ないなど保険料の納付が困難な場合は、免除される制度や猶予される制度がありま
すので、市区役所・町村役場の国民年金窓口へご相談ください。

　保険料が納め忘れの状態で、万一、障害や死亡といった不慮の事態が発生すると、障害基礎
年金や遺族基礎年金が受けられなくなる場合があります。
　経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが困難な場合には、保険料の納付が免除・
猶予となる「保険料免除制度」や「若年者納付猶予制度」がありますので、住民登録をしてい
る市区役所または町村役場の国民年金担当窓口で手続きをしてください。申請書は窓口に備え
付けてあります。
　平成28年度の免除等の受付は平成28年 7月 1日から開始され、平成28年 7月分から平成
29年 6月分までの期間を対象として審査をおこないます。
　また、申請ができる過去期間については、申請書を提出した日から 2年 1カ月前までにな
ります。
　失業等により保険料を納付することが経済的に困難になったものの、申請を忘れていたため
に未納期間を有している方等は、一度、市役所・町村役場の国民年金窓口または年金事務所へ
ご相談ください。

19 平成28年 7 月15日発行
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駐在所だより

高齢者の交通死亡事故激増！

● 神領駐在所　TEL.088－676－0019
● 広野駐在所　TEL.088－678－0333

〈通報・相談先〉

水の事故に注意！

　高齢者が被害に遭う交通死亡事故が激増し
ています。
　（特に夜間や横断歩行中。）
　また、高齢運転者が加害者になる交通事故
も増加しています。
　（原因は高齢に伴う判断能力の低下や運転操
作ミス等。）
　悲惨な交通死亡事故の加害者や被害者にな
らないようにしましょう。

　夏場が近づくと、河川における釣り、水泳、キャンプ中の水の事故が増加します。
　楽しく河川を利用するために、次のことに注意しましょう。
☆　お出かけ前には
　　　事前に天気予報の確認をする。
☆　目的地では
　・　テントは安全な場所に設置する。
　・　携帯電話は通話可能か確認する。
　・　子どもの動きには特に要注意。
　・　飲酒しての遊泳は絶対禁止。
　・　川は安全でないことを自覚する。
などに注意してください。

広報かみやま No.305 20
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消防署だより

119 　水難事故には
気をつけて！

　不意に海や川に落ちたとき皆さんならどうしますか？

　
１．服や靴を脱ぐ。
２．声を出したり、手を振って助けを呼ぶ
３．岸に向かって泳ぐ。

と考えていませんか？

　実は、これらはすべて「やってはいけないこと」なのです。　では、落水したときど

うすればいいの？　まずは、慌てず落ち着くことが大切です。

１．服や靴は脱いではいけません。服は体温低下や外部損傷から保護してくれます。また、
服の中に空気が残っており服を着ているほうが浮きやすいと言えます。靴もそれ自体に

浮力があります。

２．助けを呼ぶため、声を出すと肺の空気が抜け、手を振ると腕と濡れた袖の重さが加
わり、かえって沈みやすくなります。

３．岸に向かって泳ごうとしても、海や川には流れがありますので相当な泳力がない限
り辿り着けずに体力が消耗し、焦りはじめ、さらには流れに逆らって水の抵抗をより感

じることから恐怖感に襲われます。

泳ぐことより浮き続け助けを待つことが大切です。

　もちろん、自然と各人によって条件が異なりますから、全てにこの方法がベストである

とは限りませんが、いずれにしても心構えができます。さらに水辺で子供達だけで遊ぶこ

とは危険であり、必ず大人と一緒に出かけることが大切であることを自覚しましょう。

 神山消防署　尾道　一平

21 平成28年 7 月15日発行
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なす中1本（80～100ｇ）　
栄養価：100ｇ＝エネルギー 22kcal、カリウム 220㎎、
ビタミンA  17㎍、葉酸 32㎍、ビタミンＣ 4㎎、
食物繊維 2．2ｇ

なすなど夏野菜は水分が多く、体を冷やしてくれます。また、
なすの皮に含まれる色素のナスニンは強い抗酸化作用があ
ります。

～季節の野菜で元気な細胞をつくろう～

表
◆

紙
◆

ル
◆

ポ
◆

ル
◆

タ
◆

ー
◆

ジ
ュ

鬼
籠
野
地
区
七
夕
飾
り

　

7
月
3
日
の
朝
5
時
半
、
鬼
籠
野
輝
き

フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
の
中
西
さ
ん
に
連
れ

ら
れ
い
ざ
竹
切
り
場
へ
。
竹
を
切
る
人
、

受
け
取
る
人
、
連
係
プ
レ
ー
で
次
々
に
竹

が
集
ま
り
ま
す
。
休
憩
中
に
は
凍
ら
せ
す

ぎ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
お
茶
に
苦
戦
し
な

が
ら
も
、
冗
談
を
言
い
つ
つ
一
息
。
そ
れ

か
ら
第
1
陣
が
ひ
と
ま
ず
1
0
0
本
の
竹

を
載
せ
て
旧
鬼
籠
野
小
学
校
へ
と
向
か
い

ま
し
た
。

　

小
学
校
で
の
作
業
は
、
竹
を
運
ぶ
人
、

飾
り
付
け
を
す
る
人
、
飾
り
付
け
ら
れ
た

竹
を
車
に
載
せ
る
人
、
沿
道
に
竹
を
設
置

す
る
人
、
こ
こ
で
も
見
事
な
連
携
プ
レ
ー

で
昼
前
に
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

何
気
な
く
見
て
い
た
沿
道
の
七
夕
飾
り

で
す
が
、
汗
だ
く
で
竹
を
切
っ
て
い
る
人

た
ち
が
い
た
り
、
早
く
か
ら
来
て
竹
の
到

着
を
待
っ
て
い
て
く
れ
る
人
た
ち
が
い
た

り
、
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
楽
し
く
飾

り
付
け
を
す
る
人
た
ち
が
い
た
り
、
色
ん

な
人
た
ち
が
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
で

き
て
い
る
こ
と
を
ま
た
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

●半分の長さに切り、縦に手で割いて好みの調味料を
　かける（和える）
　　・からしみそ（みそ＋砂糖＋すだち酢＋練りからし）
　　　で和える
　　・和風または中華ドレッシングをかける
※数本まとめてゆでて、冷蔵庫で保存しておくと便利！

●厚めの斜めスライスにして、わさびじょうゆを
　添えると、なすの刺身
※冷蔵庫で冷やして食べるとさらに美味！

　次号は、平成25～27年生まれで 9月・
10月が誕生日の子（町内に住所を有す

ること）を募集します。
　掲載を希望する方は、役場広報編集委員会まで写
真を送付してください。締切は 8月15日です。

※掲載回数は 1回
までです。複数
回の掲載はでき
ませんのでご了
承ください。

ヘルスメイトおすすめ！
ヘルシー料理

★なすを使って
丸ごとゆでる
（蒸す）

皮をむいて
レンジ（蒸す）

もう一品！

お手軽野菜シリーズ 野菜1日　350g！

阿部すみれちゃん
H26.7.3 生（2歳・女）

阿野字福原

　消防操法大会へ向けて神山町消防団下分分団のみなさ
んが、役場駐車場で小型ポンプ操法の練習に励んでいま
す。みなさま応援をよろしくお願いします。

　　　

▲消防署員から指導を受ける選手たちと、それを見守る団員のみなさん

第30回徳島県操法大会開催
日時：平成28年 7月24日（日曜日）
時間：午前 8時30分開会（小雨決行）
場所：徳島県消防学校グラウンド
　　　（板野郡北島町鯛浜字大西165）
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